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1.は じめに

韓国語の未来時制補助語幹 「一裁一」と述語末形式 「°-z環。1-」はその出現方式において

差がある。これ らの両形式については、従来の研究において話 し手の 「意志 ・意図」や 「推

量 ・判断」を表すモダリティ形式 としての働 きが指摘されてきた。本稿においても 「一裁一」

と 「一暑 裂。1-」のモダリテ ィ形式 としての働きに注 目し、これ ら両形式の出現方式 の差を

もたらす要因として基盤情報の知識領域(も しくは心的領域)内 の登録位置の違いを中心

に検討する。その際、談話理論における知識領域の拡張のような理論装置を通 じて、「一裁一」

と「。Qa裂01-」 の出現を決定する情報の登録領域について直示性に焦点を当てて、主に 「推

量 ・判断」用法を中心に考察を行 う。

本稿で使用す るモ ダリティという用語に関 しては、「事態や相手に対す る話 し手の判断 ・

熊度を表す文法形式を一括 してムー ド」 と呼んだ益岡 ・田窪(1992)の 定義におけ るムー ド

と同等の意味で使 う。さらにモダ リティの種類に関 しては、日本語において森山(1989)が 、

① ダロウを含めコ トガラに対す る広い意味での蓋然性の認識を問題にす るムー ド形式を認

識的ムー ド形式(epi8temicmood)、 ②原則として未成立の事態であるコ トガラに対 して動

きを策するムー ド形式を策動的ムー ド形式(deonticmood)と 分類 してい るが、本稿 もこの

分類方式に従 う。

以下の例(1)と(2)に おいて、韓国語の未来時制補助語幹 「。裁一」と述語末形式 「-°z夷。1-」

の用法の違いについて考えてみたい。

1本 稿 は科学研究黄補助金(課 題番号:21320082)及 び科学研究費助成事業(課 題番号:25284078)の

成果の一部である。尚、本稿は社団法人韓国言語学会2008年 度冬季学術大会において口頭発表を行った

召組ロ1他(2008X金 善美他2008)の 内容を基に加箪 し発展させたものである。
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